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土・水研究会は農研機構農業環境研究部門の前身の農業環境技術研究所発足時より、「環

境資源としての土・水の持つ保全・浄化機能について、生態系調和型農業の視点から幅広

く問題点を取り上げて討議し、情報交換を行う」との趣旨で始まった研究会です。以来今

回で38回を数え、これまでに土壌・水系における炭素、栄養塩、有害化学物質等の適正な

管理に向けた研究をテーマとして取り上げてまいりました。 

今回は、「みどりの食料システム戦略を見据えた持続的土壌管理のための有機物活用」を

テーマとしました。 

令和3年5月に公表された「みどりの食料システム戦略」は、持続可能な食料システム

の構築に向け、中長期的な観点から環境負荷削減のイノベーション推進を旗印とし、2050

年までに輸入原料や化石燃料を原料とする化学肥料を 30%削減、有機農業面積を 25%に拡

大するといった挑戦的な目標を掲げています。その実現に向けた個別の技術革新要素とし

て、耕畜連携、ペレット等有機質資材の開発と普及、緑肥等による土づくりなど有機物資

材の活用に関する多くの開発事項が示されています。 

農研機構や公設試において、従来から堆肥、緑肥、家畜ふん尿といった有機物資材の活

用による化学肥料削減や収益性向上の取組みが行われてきました。その研究は当然ながら

生産性に加えて環境保全も見据えたものです。近年の成果としては農林水産省委託プロジ

ェクト研究「有機質資材」(2015～2019)によって混合堆肥複合肥料の製造と利用、また緑

肥の利用に関する技術マニュアルがまとめられました。これらの研究蓄積に加えて、近年、

土壌情報や環境情報の高度化とアクセシビリティが急速に進んでおり、それに基づく新た

な有機物施用技術の実現が可能になりつつあります。その一例として令和3年に日本土壌

インベントリーに追加された有機質資材の肥効見える化アプリがあります。 

以上のような現状をふまえ、今年度の土・水研究会では関連する行政部局、研究者から

情報提供をいただき、みどりの食料システム戦略の目標達成に向けた有機物活用技術の現

状を共有するとともに、今後の展開方向を考える端緒とします。 
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